






要約：(1)低層階居住の妊婦に比べて、高層階居住の妊婦に同率にみられる流・死産の原

因探索目的で妊婦の喫煙,飲酒習慣について調査したが、いずれもその要因にはならなか

った。(2)高層階居住の母子関係は低層階居住のそれよりも強く、児の自立を妨げている

かにみえたが、改善の方向にある。(3)父母受動喫煙の影響として児の呼吸器疾患罹患率,

問題行動を示す率いずれも有意に高かったが、後者については母親の性格も関与している

成績を得た。(4)小学生の場合の理想的通学時間は 60 分で、それを越すと不定愁訴量が増

加する。


